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目的：
動態X線撮影にて計測した投影肺野面積（projected lung area, 以下PLA）と対象者の属性デー
タ、肺機能、慢性閉塞性肺疾患（chronic obstructive pulmonary disease, 以下COPD）重症度
との関連を調べること、PLAの自動測定法について検証すること

方法：
健常者とCOPD患者を後ろ向きに集め、正常群、軽度COPD群、重度COPD群の3群に再分類した。両
側のPLAの手動計測、自動計測の双方を施行し、PLA自動計測による経時曲線も算出した。深呼気
時の経時曲線を一次関数に近似し、その傾き、切片を算出した。PLA、吸呼気のPLAの差（Δ
PLA）、傾き、切片を属性データ、肺機能、COPD重症度との相関を調べた。また、PLA、ΔPLA、
傾き、切片の3群間比較も行った。

結果：
本研究に45人の健常者、32人のCOPD患者が登録された。重度COPD群では、正常群と比較してすべ
ての呼吸相でのPLAが大きく、傾きは緩く、切片は大きかった（p<0.001）。PLAと％1秒量
（%FEV1）との間にはすべての呼吸相で相関が見られた（rs=-0.42〜-0.31, p ≤ 0.01）。深呼吸
時のΔPLAは肺活量（vital capacity, 以下VC）と（rs=0.58, p<0.001）、安静時呼吸時のΔPLA
は%FEV1と（rs=-0.52, p<0.001）の中等度の相関がそれぞれ見られた。また、呼吸時のΔPLA
は、一回換気量（tidal volume, 以下TV）との軽度の相関が見られた（rs=0.24,p=0.032）。切
片や自動計測PLAは手動計測PLAに比して過小評価されていた。

結論：
COPD群では正常群よりもPLAの値が大きく、これは肺の過膨張を定量化していると考えられた。
安静時呼吸におけるPLA/ΔPLAは%FEV1と軽度から中等度の相関を呈した。
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